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残
り
続
け
て
し
ま
う
。
発
生
初
期
で
は
、

直
径
数
十
㎝
の
円
形
パ
ッ
チ
を
形
成
し
、

１
か
月
後
に
は
直
径
が
１
ｍ
を
超
え
る

こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
前
年
に
発
生

し
て
い
た
痕
跡
か
ら
再
発
生
す
る
こ
と

が
多
く
直
径
数
メ
ー
ト
ル
級
の
大
き
な

パ
ッ
チ
で
現
れ
る
（
写
真
１
）。

　

病
原
菌
の
活
性
が
高
い
場
合
に
は
パ

ッ
チ
の
周
縁
部
が
鮮
や
か
な
赤
み
を
帯

び
、
非
常
に
目
立
つ
。
病
原
菌
は
地
際

葉
鞘
部
を
侵
す
た
め
、
感
染
し
て
い
る

シ
バ
の
葉
身
部
を
引
っ
張
る
と
す
る
り

と
葉
鞘
部
が
抜
く
こ
と
が
で
き
、
症
状

Ⅰ：

は
じ
め
に

　

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
発
生
し
問
題
に

な
る
病
害
は
お
よ
そ
30
種
類
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
中
で
防
除
の
対
象
と
さ

れ
る
主
な
病
害
に
は
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
、

ノ
シ
バ
で
葉
腐
病
（
ラ
ー
ジ
パ
ッ
チ
）

や
フ
ェ
ア
リ
ー
リ
ン
グ
病
、
ベ
ン
ト

グ
ラ
ス
で
は
炭
疽
病
、
ピ
シ
ウ
ム
病
、

ダ
ラ
ー
ス
ポ
ッ
ト
病
と
思
わ
れ
、
関

西
の
ゴ
ル
フ
場
を
対
象
と
し
た
問
題

と
な
る
病
害
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も

多
く
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

２
０
２
０
年
に
本
誌
に
寄
稿
し
た

際
に
は
ベ
ン
ト
グ
ラ
ス
で
発
生
す
る

主
要
病
害
に
つ
い
て
紹
介
し
た
の
で
、

今
回
は
日
本
芝
で
発
生
す
る
主
要
病

害
の
症
状
及
び
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
く
。

Ⅱ：

葉
腐
病
（
ラ
ー
ジ
パ
ッ
チ
）

●
発
生
時
期
と
症
状

　

４
〜
11
月
ま
で
が
発
生
時
期
で
あ
り
、

発
生
が
多
い
時
期
は
梅
雨
時
期
で
あ
る
。

梅
雨
が
明
け
た
後
、
乾
燥
し
始
め
て
く

る
と
病
原
菌
の
活
性
が
衰
え
、
芝
生
は

回
復
へ
と
向
か
う
が
、
９
月
頃
の
雨
が

多
い
時
期
に
再
発
生
す
る
。
秋
に
発
生

し
た
場
所
の
処
置
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、

回
復
で
き
ず
冬
の
間
中
も
パ
ッ
チ
跡
が

写
真
１
：
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
で
発
生

し
て
い
る
葉
腐
病
（
ラ
ー
ジ
パ
ッ
チ
）
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る
の
で
、
円
の
外
側
１
ｍ
程
度
ま
で
広

め
に
薬
剤
を
散
布
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

仮
に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
高
頻
度
で
殺

菌
剤
を
散
布
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
効
果
が
出
な
い
場
合
に
は
、
薬
剤
処

理
だ
け
で
は
な
く
排
水
の
改
善
が
必
要

で
あ
る
。

Ⅱ：

疑
似
葉
腐
病
（
象
の
足
跡
）

●
発
生
時
期
と
症
状

　

５
～
11
月
が
発
生
時
期
で
あ
り
、
平

野
部
で
は
８
月
に
一
時
的
に
回
復
す
る

が
高
冷
地
で
は
引
き
続
き
発
生
す
る
。

が
似
る
疑
似
葉
腐
病
（
象
の
足
跡
）
と

見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

●
対
策

　

本
病
害
は
水
気
を
好
む
た
め
、
排
水

マ
ス
付
近
の
水
が
溜
ま
り
や
す
い
場
所

や
排
水
不
良
個
所
、
グ
リ
ー
ン
周
り
な

ど
で
発
生
が
多
い
。
排
水
不
良
の
原
因

に
は
、
土
壌
の
固
結
や
サ
ッ
チ
の
蓄
積

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
暗
渠
管
の
敷
設
や

目
砂
を
散
布
、
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
、
バ

ー
チ
カ
ル
や
サ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
病
原
菌

の
生
息
場
所
と
な
る
有
機
物
を
取
り
除

く
、
サ
ッ
チ
分
解
剤
の
使
用
す
る
こ
と

な
ど
で
改
善
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

化
学
的
防
除
と
し
て
は
殺
菌
剤
の

予
防
散
布
が
有
効
で
あ
る
。
春
に
２

回
、
秋
に
２
回
コ
ー
ス
全
体
に
予
防

散
布
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
発
生
が

あ
れ
ば
発
生
個
所
に
治
療
的
殺
菌
剤

の
ス
ポ
ッ
ト
散
布
を
行
う
こ
と
が
多

い
。
秋
の
殺
菌
剤
散
布
は
特
に
重
要

で
あ
り
、
秋
に
感
染
し
た
菌
が
高
い

菌
密
度
を
保
っ
た
状
態
で
冬
を
越
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
翌
年
の
春
に
予

防
散
布
を
し
た
と
し
て
も
菌
密
度
が

十
分
に
低
下
せ
ず
、
梅
雨
時
期
に
激

発
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
ス
ポ

ッ
ト
散
布
を
行
う
と
き
の
注
意
点
と

し
て
、
病
原
菌
の
菌
糸
は
パ
ッ
チ
の

外
側
に
ま
で
伸
び
て
い
る
こ
と
が
あ

写
真
２
：
10
月
に
ノ
シ
バ
の
ラ
フ
で
発
生
し
た
疑
似

葉
腐
病
（
象
の
足
跡
）
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活
性
化
し
、
パ
ッ
チ
の
上
に
綿
毛
の
よ

う
な
気
中
菌
糸
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

●
対
策

　

耕
種
的
な
対
策
と
し
て
窒
素
量
が
少

な
い
場
合
に
は
、
発
生
し
や
す
い
傾
向

に
あ
る
た
め
粒
肥
な
ど
で
窒
素
を
補
給

す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
過
剰
な

施
肥
は
芝
を
軟
弱
に
す
る
た
め
適
度
な

量
を
芝
に
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

化
学
的
防
除
と
し
て
、
本
病
害
に
適

用
が
あ
る
殺
菌
剤
に
は
、
系
統
と
し
て

Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
・
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
・
Ｓ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
剤

な
ど
が
あ
る
。
使
用
の
注
意
点
と
し
て
、

Ⅳ：

ダ
ラ
ー
ス
ポ
ッ
ト
病

●
発
生
時
期
と
症
状

　

５
月
～
10
月
ま
で
が
発
生
時
期
で
あ

り
盛
夏
で
も
病
気
は
衰
え
る
こ
と
は
な

く
、
特
に
梅
雨
時
期
に
発
生
が
多
い
。

ベ
ン
ト
グ
ラ
ス
で
発
生
す
る
ダ
ラ
ー
ス

ポ
ッ
ト
病
同
様
に
発
生
初
期
で
は
直
径

数
㎝
程
度
の
ス
ポ
ッ
ト
が
ま
ば
ら
に
発

生
す
る
が
、
症
状
が
進
む
に
つ
れ
ス
ポ

ッ
ト
の
直
径
が
増
加
し
、
周
囲
の
ス
ポ

ッ
ト
同
士
で
融
合
し
始
め
る
（
写
真
４ 

・
５
）。
ま
た
、
早
朝
に
露
が
乗
る
よ
う

な
湿
潤
条
件
が
続
く
と
き
、
病
原
菌
が

は
芝
が
芽
を
出
し
て
緑
に
な
る
が
感
染

部
で
は
芽
が
出
な
い
こ
と
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
病
害
で
あ
る
。
灰

白
色
～
淡
褐
色
の
直
径
10
～
50
㎝
程
度

の
円
形
パ
ッ
チ
を
形
成
す
る
（
写
真
３
）。

芝
の
生
育
が
旺
盛
に
な
る
５
～
６
月
に

は
回
復
す
る
。

●
対
策

　

パ
ッ
チ
症
状
が
現
れ
る
春
に
殺
菌
剤

散
布
を
行
っ
た
と
し
て
も
効
果
は
な
く
、

芝
に
感
染
す
る
秋
に
予
防
散
布
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
秋
に
発
生
す
る
葉
腐
病

（
ラ
ー
ジ
パ
ッ
チ
）
の
予
防
と
同
時
に

防
除
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が

刈
高
の
高
い
ラ
フ
や
バ
ン
カ
ー
周
り
な

ど
で
発
生
が
多
い
が
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
や

テ
ィ
ー
イ
ン
グ
エ
リ
ア
で
も
発
生
す
る

こ
と
が
あ
る
。
灰
白
色
～
赤
褐
色
の
直

径
50
㎝
以
下
の
円
形
パ
ッ
チ
を
形
成
す

る
（
写
真
２
）。
パ
ッ
チ
全
体
が
褐
色
に

な
る
場
合
と
パ
ッ
チ
中
央
部
が
緑
で
あ

る
た
め
に
リ
ン
グ
状
に
な
る
場
合
が
あ

る
。
地
上
部
に
感
染
し
地
下
部
に
は
感

染
し
な
い
た
め
裸
地
化
し
な
い
。

●
対
策

　

耕
種
的
防
除
と
し
て
、
多
発
し
や
す

い
場
所
で
は
刈
込
み
を
頻
繁
に
行
う
、

乾
燥
を
さ
せ
な
い
な
ど
が
あ
る
。

　

化
学
的
防
除
と
し
て
殺
菌
剤
の
予
防

散
布
が
有
効
。
た
だ
し
、
秋
季
の
病
害

発
生
後
散
布
の
場
合
病
原
菌
の
菌
密
度

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
芝

の
病
気
か
ら
の
回
復
は
望
め
な
い
た
め
、

パ
ッ
チ
跡
が
残
る
こ
と
が
多
い
の
で
注

意
が
必
要
。

Ⅲ：

疑
似
葉
腐
病
（
春
は
げ
症
）

●
発
生
時
期
と
症
状

　

こ
の
病
害
の
感
染
時
期
は
秋
で
あ
り
、

翌
年
の
春
に
症
状
が
現
れ
る
。
芝
が
枯

れ
る
様
子
は
日
本
芝
の
冬
枯
れ
と
と
も

に
起
き
て
し
ま
う
た
め
目
視
で
の
判
断

は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
翌
年
の
春
（
３

～
４
月
）
に
感
染
部
以
外
の
健
全
部
で

写
真
３
：
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
の
テ
ィ
ー
イ
ン
グ
エ

リ
ア
で
発
生
し
た
春
は
げ
症

写
真
４
：
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
に

お
け
る
発
生
初
期
の
ダ
ラ
ー
ス
ポ
ッ
ト
病

写
真
５
：
激
発
し
、
広
範
囲
で
枯
れ
て
い
る
コ

ウ
ラ
イ
シ
バ
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Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
・
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
・
Ｓ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
剤

は
効
果
が
高
い
反
面
、
薬
剤
耐
性
菌
の

出
現
リ
ス
ク
が
高
い
。
そ
の
た
め
同
系

統
の
殺
菌
剤
を
多
用
せ
ず
、
使
用
毎
に

殺
菌
剤
の
種
類
を
変
え
た
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
散
布
が
必
須
で
あ
る
。

Ⅴ：

日
本
芝
立
枯
病
（
ゾ
イ
シ
ア

デ
ィ
ク
ラ
イ
ン
）

●
発
生
時
期
と
症
状

　

葉
鞘
部
お
よ
び
根
部
に
感
染
す
る
病

害
で
あ
り
、
４
～
６
月
、
10
～
11
月
に

円
形
も
し
く
は
不
定
形
の
パ
ッ
チ
を
形

成
し
、
芝
は
衰
退
し
て
い
く
（
写
真
６
）。

コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
、
ノ
シ
バ
と
も
に
感
染

す
る
が
、
特
に
ヒ
メ
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
で

発
病
し
や
す
い
。
パ
ッ
チ
は
灰
白
色
～

茶
褐
色
で
沈
み
を
伴
い
、
日
本
芝
の
生

育
が
旺
盛
に
な
る
夏
場
で

は
回
復
す
る
特
徴
が
あ
る
。

　

病
原
菌
の
活
性
が
高
い

場
合
に
は
、
パ
ッ
チ
の
外

縁
部
が
赤
み
を
帯
び
た
麦

わ
ら
色
に
な
る
。
ま
た
葉

鞘
部
や
根
部
が
黒
く
腐
敗

し
、
外
側
の
腐
敗
し
た
葉

鞘
部
を
取
り
除
く
と
外
着

生
菌
糸
が
確
認
さ
れ
る

（
写
真
７
）。
他
病
害
と
の

混
合
感
染
が
お
こ
る
こ
と

写
真
７
：
黒
色
の
外
着
生
菌
糸
が
葉
鞘
部
に
確
認
で
き
る

写
真
６
：
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
で

発
生
し
て
い
る
日
本
芝
立
枯
病
（
ゾ
イ
シ
ア
デ

ィ
ク
ラ
イ
ン
）。
パ
ッ
チ
内
部
は
枯
れ
る
た
め
健

全
部
よ
り
も
沈
む
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傾
向
に
あ
る
。
ノ
シ
バ
よ
り
も
コ
ウ
ラ

イ
シ
バ
で
発
病
し
や
す
い
。

　

葉
鞘
部
お
よ
び
根
部
に
感
染
し
、
葉

鞘
部
は
黒
く
腐
敗
す
る
（
写
真
９
）。

　

日
本
芝
立
枯
病
（
ゾ
イ
シ
ア
デ
ィ
ク

ラ
イ
ン
）
と
症
状
が
非
常
に
似
て
お
り
、

混
合
感
染
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
目
視

で
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
た
め
顕
微
鏡

下
で
の
診
断
が
必
要
で
あ
る
。

●
対
策

　

冬
場
の
過
乾
燥
は
病
害
の
症
状
を
悪

化
さ
せ
る
た
め
、
定
期
的
に
散
水
を
行

う
こ
と
で
春
に
発
生
す
る
際
の
症
状
を

が
あ
り
、
ネ
ク
ロ
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
病
、
葉
腐
病
（
ラ
ー
ジ
パ
ッ

チ
）、
炭
疽
病
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

●
対
策

　

冬
場
の
過
乾
燥
は
病
害
の
症
状
を
悪

化
さ
せ
る
た
め
、
定
期
的
に
散
水
を
行

う
こ
と
で
春
に
発
生
す
る
際
の
症
状
を

緩
和
で
き
る
。

　

殺
菌
剤
の
散
布
時
期
は
秋
で
あ
り
、

春
の
間
に
発
生
し
て
い
た
個
所
に
２
～

３
回
殺
菌
剤
散
布
を
行
う
と
翌
年
の
発

生
を
抑
制
で
き
る
。
ま
た
春
の
殺
菌
剤

散
布
は
秋
散
布
よ
り
も
効
果
が
弱
く
な

っ
て
し
ま
う
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

激
発
場
所
に
お
い
て
は
春
と
秋
に
殺
菌

剤
散
布
を
行
い
数
年
か
け
て
防
除
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

Ⅵ：

ネ
ク
ロ
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
病

●
発
生
時
期
と
症
状

　

刈
高
に
関
係
な
く
発
生
し
、
３
～
６

月
、
９
～
11
月
に
か
け
て
発
生
す
る
。

パ
ッ
チ
は
円
形
も
し
く
は
不
定
形
で
直

径
５
㎝
程
度
の
小
さ
い
も
の
か
ら
大
き

い
も
の
で
１
ｍ
ま
で
に
な
る
。
多
く
の

場
合
隣
接
す
る
パ
ッ
チ
同
士
で
融
合
し

不
定
形
に
な
る
（
写
真
８
）。
パ
ッ
チ

は
灰
白
色
～
茶
褐
色
で
沈
み
を
伴
う
。

冬
場
に
乾
燥
す
る
と
症
状
が
激
化
す
る

写
真
８
：
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
で

発
生
し
た
ネ
ク
ロ
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

病
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11
）。
テ
ィ
ー
イ
ン
グ
エ
リ
ア
、
フ
ェ

ア
ウ
ェ
イ
、
ラ
フ
、
グ
リ
ー
ン
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
場
所
で
も
発
生
す
る
。
梅

雨
時
期
や
秋
の
長
雨
時
期
な
ど
高
温
か

つ
湿
潤
条
件
が
続
く
場
合
に
リ
ン
グ
の

外
側
に
キ
ノ
コ
が
生
じ
る
。
病
原
菌
は

土
壌
中
に
存
在
し
深
さ
が
10
～
15
㎝
の

場
所
に
潜
む
と
さ
れ
て
い
る
。
病
原
菌

が
リ
ン
グ
内
で
高
密
度
に
生
育
す
る
こ

出
現
し
や
す
い
菌
で
あ
る
た
め
、
同
系

統
の
殺
菌
剤
の
連
用
は
避
け
、
３
種
類

以
上
の
系
統
を
用
い
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
散
布
が
必
須
で
あ
る
。

Ⅷ：
フ
ェ
ア
リ
ー
リ
ン
グ
病

●
発
生
時
期
と
症
状

　

４
～
11
月
が
発
生
時
期
で
あ
り
、
濃

緑
色
あ
る
い
は
褐
変
枯
死
す
る
帯
状
や

リ
ン
グ
状
の
症
状
が
現
れ
る
（
写
真

事
例
が
あ
り
、
殺
菌
剤
に
よ
る
防
除
が

有
効
で
あ
る
。

Ⅶ：

カ
ー
ブ
ラ
リ
ア
葉
枯
病
（
犬

の
足
跡
）

●
発
生
時
期
と
症
状

　

４
～
11
月
が
発
生
時
期
で
あ
り
、
特

に
降
雨
が
多
い
梅
雨
時
期
で
の
発
生
が

多
い
。
窒
素
の
過
剰
や
過
少
、
乾
燥
と

湿
潤
を
繰
り
返
す
よ
う
な
場
合
も
発
生

が
多
く
な
る
。
褐
色
～
黒
褐
色
の
数
㎝

～
20
㎝
程
度
の
円
形
ス
ポ
ッ
ト
あ
る
い

は
パ
ッ
チ
を
形
成
す
（
写
真
10
）。
グ
リ

ー
ン
や
テ
ィ
ー
イ
ン
グ
エ
リ
ア
、
フ
ェ

ア
ウ
ェ
イ
な
ど
で
発
生
し
、
特
に
排
水

不
良
個
所
で
発
生
が
多
く
、
降
雨
後
に

急
速
に
病
気
は
拡
大
す
る
。
病
原
菌
は

繁
殖
力
や
感
染
力
が
強
く
、
気
孔
や
傷

口
か
ら
植
物
体
に
侵
入
し
葉
・
葉
鞘
・

根
に
ま
で
感
染
す
る
。

●
対
策

　

サ
ッ
チ
の
除
去
や
排
水
不
良
の
改
善
、

土
壌
pH
を
弱
酸
性
に
す
る
と
発
生
が
抑

制
さ
れ
る
。

　

化
学
的
防
除
と
し
て
殺
菌
剤
の
予
防

散
布
が
有
効
。
発
生
初
期
や
小
発
生
の

場
合
は
ス
ポ
ッ
ト
散
布
で
対
処
で
き
る

が
、
雨
が
多
い
梅
雨
時
期
や
秋
の
長
雨

時
期
の
前
は
殺
菌
剤
の
全
面
散
布
を
行

う
と
よ
い
。
病
原
菌
は
薬
剤
耐
性
菌
が

緩
和
で
き
る
。

　

殺
菌
剤
の
散
布
時
期
は
秋
で
あ
り
、

春
の
間
に
発
生
し
て
い
た
個
所
に
２
～

３
回
殺
菌
剤
散
布
を
行
う
と
翌
年
の
発

生
を
抑
制
で
き
る
。
ま
た
、
春
の
殺
菌

剤
散
布
は
秋
散
布
よ
り
も
効
果
が
弱
く

な
っ
て
し
ま
う
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
激
発
場
所
に
お
い
て
は
春
と
秋
に

殺
菌
剤
散
布
を
行
い
数
年
か
け
て
防
除

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
芝
の
張
替
え
に

よ
る
改
善
は
認
め
ら
な
か
っ
た
と
い
う

写
真
９
：
ネ
ク
ロ
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

病
に
感
染
し
葉
鞘
部
が
黒
く
腐
敗
し
た
コ
ウ
ラ

イ
シ
バ
。
外
側
の
葉
鞘
を
取
り
除
く
と
日
本
芝

立
枯
病
（
ゾ
イ
シ
ア
デ
ィ
ク
ラ
イ
ン
）
の
よ
う

な
外
着
生
菌
糸
が
葉
鞘
部
に
確
認
で
き
る

写
真
10
：
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
で
発
生
し
た
カ
ー
ブ

ラ
リ
ア
葉
枯
病
（
犬
の
足
跡
）

写
真
11
：
高
麗
グ
リ
ー
ン
で
発
生
し
た
フ
ェ
ア

リ
ー
リ
ン
グ
病
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剤
の
散
布
を
行
う
こ
と
で
薬
剤
を
届
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
で
き

る
だ
け
散
布
水
量
は
多
い
ほ
う
が
良
い
。

ま
た
、
土
壌
浸
透
剤
と
併
用
し
た
薬
剤

散
布
も
効
果
的
と
考
え
る
。

Ⅷ：

お
わ
り
に

　

日
本
芝
は
盛
夏
に
お
い
て
生
育
が
旺

盛
に
な
る
た
め
ほ
と
ん
ど
病
気
は
発
生

し
な
い
。
逆
に
生
育
が
衰
え
る
秋
や
生

育
適
温
に
達
し
て
い
な
い
春
に
病
気
が

発
生
し
や
す
い
。
夏
場
の
う
ち
に
春
に

受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
を
回
復
さ
せ
、
秋
の

病
害
予
防
に
備
え
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、

昨
年
は
お
盆
時
期
に
起
こ
っ
た
長
雨
の

せ
い
で
葉
腐
病
（
ラ
ー
ジ
パ
ッ
チ
）
や

ダ
ラ
ー
ス
ポ
ッ
ト
病
が
再
発
生

し
て
し
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
場
が
見

受
け
ら
れ
た
。
今
年
の
夏
で
も

同
様
の
こ
と
が
起
き
る
の
か
不

明
で
は
あ
る
が
、
備
え
は
重
要

で
あ
る
。

　

今
回
紹
介
し
た
病
害
は
症
状

も
対
策
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

今
一
度
そ
の
危
険
性
を
こ
の
記

事
で
再
確
認
し
て
も
ら
い
、
今

後
の
病
害
対
策
の
一
助
に
し
て

も
ら
え
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

と
で
撥
水
性
を
帯
び
乾
燥
害
が
起
き
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

濃
緑
色
の
半
円
や
帯
状
に
症
状
が
現

れ
て
い
る
。

　

フ
ェ
ア
リ
ー
リ
ン
グ
病
が
発
生
し
て

い
る
場
所
を
ホ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
で
抜
き

取
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
少
量
の
水
と
一

緒
に
入
れ
て
口
を
縛
る
と
、
数
日
後
に

は
ソ
ッ
ド
の
側
面
に
キ
ノ
コ
が
生
え
て

く
る
こ
と
が
あ
る
（
写
真
12
）。

●
対
策

　

梅
雨
前
ま
で
の
殺
菌
剤
の
予
防
散
布

が
有
効
。
病
原
菌
は
土
壌
の
深
い
場
所

に
ま
で
生
息
す
る
た
め
、
コ
ア
リ
ン
グ

や
ス
パ
イ
キ
ン
グ
、
フ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
作
業
後
に
殺
菌

写
真
12
：
湿
室
条
件
下
に
置
い
た
フ
ェ
ア
リ
ー
リ
ン
グ
病

の
ソ
ッ
ド
。
側
面
か
ら
キ
ノ
コ
が
生
え
て
い
る




